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細胞運動を評価するための光応答材料 
物質･材料 

■ はじめに 
細胞運動は形態形成や表皮の再生などの生理的な反

応のみならず，ガン細胞の浸潤・転移と言った病態にも関
わる重要な細胞機能である。Wound healing法やBoydon 
chamber assayは，実験室で細胞移動を評価する手法とし
て古くから用いられており，ある種の評価基準として地位
を確立している。しかしながらこれらの評価法は，液性因
子の影響や，特定遺伝子の関与などを調べることに特化
しており，周囲の細胞などの環境因子の影響を調べるの
には適していなかった。 

  

発表者は，これまで光照射に応じて表面の細胞付着性
が変化する培養基板を開発してきた。この基板上では，光
照射をコントロールすることで，細胞を基板上の任意の位
置に付着させられるのみでなく，二次照射により細胞の付
着領域を拡張することで細胞移動が誘導できる。Wound 
healing法と同じ感覚で細胞移動の観察を行うことになるが，
光を刺激源とするために，周囲の細胞の影響を考慮した
実験系が構築できる。さらにこの基板はカバーガラス製で
あるため，蛍光イメージングとコンパチブルである。 

 
■ 活動内容 
１．光応答性基板の作製 

光分解性基を介して末端に活性エステルを有するシラ
ンカップリング剤でカバーガラスの表面を修飾した。ここに
ポリエチレングリコールアミン（PEG，分子量12K）を反応さ
せることによって光応答性基板を作製した。基板表面は
PEGで覆われているために，最初は細胞が付着すること
ができないが，光照射によりPEGを除去することで細胞が
付着できるようになる。 

 
２．細胞パターニング 

標準的な蛍光顕微鏡を使って，基板を波長365nmの近
紫外光で照射することで基板上に細胞接着領域を形成す
る。この際，蛍光顕微鏡の視野絞りにフォトマスクを挿入
することで，任意のパターンでの光照射が可能になる。光
照射時間は数秒程度で，しかもこの光量で細胞の生存に
支障がないことは確認済みである。 

 
３．細胞集団移動の評価 

パターニングにより初期形状を制御した細胞コロニーに
対して二次照射を行うことで，細胞の集団移動を誘導した。
この際，他の細胞の先陣を切って移動するリーダー細胞

に注目したところ，コロニーサイズの拡大や培養時間の延
長に応じてその出現率が低下することを突きとめた。以上
のように本材料を用いて，細胞間相互作用が細胞の集団
的挙動に影響を及ぼすことを直接示すことができた。 
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図．光応答性基板を用いた細胞運動の評価
（A）光応答性基板の原理．（B）細胞集団移動の評価手法．

（C）ドーナツ形状からの細胞移動の様子．
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